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人 事 課 

 

議案第７号 

     港区の一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部改正について 

 

 

１ 目  的 

令和６年の特別区人事委員会勧告（職員の給与等に関する報告及び勧告）において

特定任期付職員採用制度に関する意見の申出があったことや行政需要の高度化によ

りこれまで以上に高い専門性を有する人材の採用が必要となっていることを踏まえ、

特定任期付職員採用制度を導入するため、港区の一般職の任期付職員の採用に関する

条例の一部を改正します。 

 

２ 改正内容 

（１）条例題名の改正 

   独自の給料表等の特定任期付職員に対する給与の特例を定めることに伴い、条例

の題名を「港区の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例」に改正

します。 

（２）特定任期付職員の採用 

   高度の専門的な知識経験又は優れた識見を有する者を一定の期間活用し、遂行す

ることが特に必要とされる業務に対して、選考により特定任期付職員を採用できる

ことを定めます。 

（３）特定任期付職員の給与の特例 

  ア 特定任期付職員給料表    

号 給 給料月額 

１ ３９２，０００円 

２ ４３３，０００円 

３ ４８３，０００円 

４ ５４４，０００円 

５ ６１４，０００円 

６ ６９７，０００円 

７ ７８９，０００円 

   イ 号給別基準職務表      

号 給 基準となる職務 

１ 
高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して

従事する職務 

２ 
高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して

従事する困難な職務 
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３ 
高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用して

従事する特に困難な職務 

４ 
特に高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用

して従事する特に困難な職務 

５ 
特に高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を活用

して従事する特に困難で重要な職務 

６ 
極めて高度の専門的な知識経験又は優れた識見を有する者がそ

の知識経験等を活用して従事する特に困難で重要な職務 

７ 
極めて高度の専門的な知識経験又は優れた識見を有する者がそ

の知識経験等を活用して従事する特に困難で特に重要な職務 

  ウ その他 

    特別の事情がある場合の給料月額の算定方法のほか、特定任期付職員に対して

港区職員の給与に関する条例を適用する際の読替えや昇給、諸手当（例：扶養手

当）等の適用除外に関する規定を定めます。 

   

３ 施行期日 

令和７年４月１日 
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